
 リサイクル業者は放射能汚染が金属スクラップに混入しないように努めていますが、国内法令でまたは規制機関によって取締管理対象とに指定されている放射性物質を政府が管理できなくなった、
または管理できていなかったために、その危険に直面しています。そのような不要な放射性物質を識別することで、リサイクル業者は人の健康と環境を守り、政府の管理機能を取り戻すサポートをします。
それにより、それら放射性物質の更なる拡散や、それらによる汚染を防ぎます。

Bureau of International Recycling （国際リサイクリング協会）によるこのアドバイス（オンライwww.bir.org ) でも提供）は、IAEA及びUN-ECEのガイダンス文書（オンラインwww.iaea.org 及び www.unece.org  で提供）を参考にしています。このポスターのほかの
言語版については BIR@BIR.ORG にお問い合わせください。

放射線源に注意

Cs137  
医療/保健用途

Cs137  
医療/保健用途

Ra226 煙検知器
U238 （劣化ウラン）
航空機の翼

Cs137
地質の試掘調査

Am241 & Be 
地質の試掘調査

Th232 and U238 
航空機モーター

Co60 
充填レベル測定

Ra226  
医療/保健用途

Am241 避雷針
Ra226 Be 
密度測定

 遮蔽なしの放射線源  遮蔽なしの放射線源  遮蔽なしの放射線源

 輸送容器 輸送容器

Th232 光学レンズ Ra226

Ra226 Ra226 ゲージ Ra226 制御板

 耐火材 Ra226 ゲージ
Th232 及び U238 
アルミ合金

基本的なアドバイス
 疑わしい自動車、バン、トラック、容器、
設備を隔離します。必要に応じて、
金属製品や廃棄物の更なる処理及び発送を停
止します。

 

  放射線に暴露された可能性のある人を識別し
ます。それら人々の連絡先情報を記録します

 
 事象について管理監督者/操作員に通知します。
現場の放射線安全担当者または外部の資格を
有する専門家の支援を求めることができます。

 
 

  基本的な放射線防護について学習します。
会社にゲートモニターまたはポータブル検
出器がある場合、その操作方法を尋ねます。

 

 時間：放射線源付近での時間を制限します。それにより被曝量が減少します。
 

  
 遮蔽：遮蔽によって被曝量が減少します。セメントブロック、
鉛、鋼鉄、その他金属などの遮蔽材は、放射性物質により放射
される放射線を遮断します。適切に訓練を受けた人員は遮蔽を
利用して被曝量を軽減します。

 
 

  距離：放射性物質から距離を保ちます
放射線源から離れると放射線強度とその影響が急激に低下します。
このため、常に距離を最大限に保ってください。

  疑わしい、または本物の放射性物質に素手で触れないで
ください。

 いかなる場合も、疑わしい容器を開けたり破壊したりしない
でください。容器を開放すると自分自身、周囲の同僚、
公衆を危険にさらすことになる場合があります。
重金属容器または遮蔽ブロックは、鉛ではなく劣化ウラン製
の場合があることに注意してください。

  放射能マークの付いたパッケージや容器は触れたり
手に持ったりせず、できる限り離れてください。

してはいけないこと

スクラップへの不
要な放射性物質の混入を防
ぐためのアドバイス

ゲートモニタリング

適切な規制機関及び（または）緊急対応の所轄当局に連絡する社内マネージャーの連絡先情報を追加 

図のようなラベルまたは装置を見た場合、またはスクラップ金属、
金属製品または廃棄物に放射性物質と疑われるもの、
または放射性物質を確認した場合：連絡先

 

重要

自然発生的放射性物質と小線源

 放射線合
格報告

 
 

 トラック
が放射線
モニター
に入る

 
  速度ア

ラーム
 放射線ア
ラーム

 トラックは再度通過
する必要がある 
１回目にアラー
ムが鳴った場合、
トラックはあと

２回アラームを鳴ら
すことなく通過でき
なければこの場を去
ることができない

 

 放射線アラ
ーム確認

事前に指定され
た安全区域にト
ラックを駐車する

-
トラック周囲の作
業区域を封鎖する

有資格者にポー
タブル検出器を
使用させる

 
 

トラック
に接触して放射
線量が 50 ƒΚSv/時
を超過するか

 

 
 

 疑わしい部
品を下ろす

 有資格者にポー
タブル検出器を
使用させる

 疑わしい
部品があっ
たか

 

運搬物（運転者、乗客、
トラック）を検査して放射性を帯び
たアイテムを見つける。必要に応じ
て再度トラックをスキャンする

 

緊急対応
の所轄当局に
通知する

 サプライヤ
に通知する

1 ƒΚSv/時の区
域を封鎖する

 

—
アクセスを禁止する

—

 専門業者
に連絡する

放射性を帯び
たアイテムを
隔離する

—
適した容器にア
イテムを保管する

—
 容器を保護する

 トラックは出るか
入ることができる

 放射線
量が 50 ƒΚSv/
時を超過するか

 

 

放射線の危険性緩和

 湿度/密度計
 遠隔治療器ヘッド
医療/保健用途

放射線安全規制機関に通知する

 開
始

 はい

 いいえ  はい

 いいえ  いいえ

 はい

 はい

 はい

 いいえ

 はい

 いいえ

未来をリードする原材料サプライヤの代表
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